
先輩の就労経験の語りと自己変容
概して、若者の語りには就労＝稼ぐことの経験がもたらす自己の変化や「さ
さやかな自信」が語られやすい。それは学校時代における「生きづらさ」の体
験を払拭する要素を多分に含んでおり、職務の内容の高度さより、自分で裁
量できる範囲の広さに依拠する場合が多い。
A：：マクドナルドでアルバイトを始めたんですけどね、はい。
I：はい、はい、はい。
A:はい、そこは19歳のときまで続けたので。
I:へえ、３年近く続けた。・・・この間には何か逆に問題になることとはなかったんですか。
A:問題は、あ、ちょっと遅刻がやっぱりちょっと多かったんですけども。・・・あと、最初はやっぱ
りコミュニケーションとかで、結構うまくとれなかったりしたんですけども、数カ月である程度は、
はい、とれるようになって、自分で、まあ、ちょっとちゃんとしゃべれるようにしようっていうふうに
気をつけて。

I:なるほど。はい。・・・・
A:最近だと、まず学校のクラスの友達だったり、あとは、えっと、前のバイト先の、マックのとき
の友達だったりとか。あと、ちょっと一時期ＮＰＯでボランティアをしてたので。

I:これはフリースペースかな、ここへ書いている。そうじゃなくて。
A:いえ。これはちょっと違いますね。・・・何か高校生とかと話をして、ちょっと何か、えっと、いろ
いろなことを考えたりするきっかけをつくるって。
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新教科「社会と人間」（公共）＝東京都の実践例
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＜まとめ＞
消費者としての困難な若者

日常の経済行動＝稼ぐや使うなど＝は、

自己理解や自己認識、あるいは家族や対人関
係などの理解と強く連動する傾向がある

ならば、

セーフティーネットとしての「消費者教育」だけで
なく、

「消費行動」を活用したアクティベーションとして
の教育はできないのか。

＝経済的社会化の要請
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